
高松中心市街地プロムナード化検討事業（かがわDXLab DXによる中心市街地プロムナード化WG）

実証実験の内容 実証実験で得られた成果・知見

今後の予定

■実証実験の概要・目的

■都市課題 ■解決方策 ■ＫＰＩ

• 県立アリーナ開館が予定され
ており、地区周辺道路の交通
渋滞発生が懸念される

• 官民が連携することにより、エ
リアで駐車場マネジメントを可
能にする仕組みを構築

• 駐車場の最適化
• サービスの社会受容性

（アプリ利用状況）

• 駐車場情報をアプリを構築し、アプリと施設管理者等との共創により、駐車場情報やイベント情報等を連携させるこ
とでイベント来場者の行動変容を促し、高松中心市街地全体での駐車場の最適化を図る。

• 官民が連携した駐車場情報アプリを構築。駐車場満空
情報を事前に確認できることによって、駐車場の最適化
にどれだけ寄与できるかを検証。

• イベント開催時にどのような誘導を行えば、多くの人に
利用され、行動変容につながるタッチポイントになるか
を検証。

• アプリ構築により、対象駐車場（10箇所）の最適化に
効果があったことが確認できた。

• イベント日は、特にアプリが利用されている。

• 参画する民間事業者を拡大させていくとともに、連携
させるデータ等の充実を検討していく。

• 取得したデータは、今後の人流予測等に活用するとと
もに、政策提案等に生かしていく。

通常時稼働率
下位７箇所

通常時稼働率
上位３箇所

（いずれもアプリ導入前との比較）

10.4％増9.0％増アプリ導入後稼働率

6.2％増1.4％増イベント（2/24） 稼働率

13.0％増9.4％増イベント（3/1・3/2） 稼働率

1,358回／日アプリの平均アクセス数（2/12-3/5）

3,650回／日イベント日の平均アクセス数
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